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・

751人

老年人口(65歳以上)

6,021人

平成12年(2000)以降、出生数低下と死亡数増加が続き自然減が進行し

ています。

平成26年(2014)の出生数は65人で、平成元年(1989)と比べると、約半

数の出生者数になっています。

・

・

近年は転出超過が進行していますが、平成15年(2003)年と平成26年

(2014)に若干の転入超過となっています。

5歳階級別の転入出移動推移では、0～4歳、20～39歳に移動傾向が多い

ことから、就学前の移動や、進学、就職及び結婚による移動が影響していると

考えられます。一方で、5～14歳(小・中学生)の移動が少なくなっています。

県内の転入元は仙台市が多く、次いで大河原町、柴田町からの転入が多く

なっています。(県外では、福島県、山形県、東京都)

県内の転出先は仙台市が多く、転入と同じく近隣市町への転出が多くなってい

ます。(県外では、福島県、東京都)

町内在住者の就業先は、仙台市、大河原町と続き、町外からの就業者は、

大河原町、柴田町が多くなっています。

町内在住者の通学先は、仙台市が多く、白石市、大河原と続き、町外からの

通学者は、柴田町、川崎町、蔵王町が多くなっています。

・

・

・

・

・

・

6 評価検証法

■自然増減

■社会増減

交流人口増加につながる観光プロモーションの充実

平成67年

(2055)

平成62年

(2050)

村田町総合戦略は、平成27年度から平成31年度までの5か年間の戦略とします。

村田町総合戦略は、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の示す人口減少克服や地方創生を目的に特化

しており、本町の総合的な振興・発展を目的とした「村田町長期総合計画」とは目的や含まれる政策の範囲

は必ずしも同じではありませんが、両者の整合性を図りつつ、本町固有の地域資源の活用や人口減少の現況

を踏まえ、特定の分野や特定の施策を重点的に優先し推進する等の手法を活用し、取り組みます。

・

・

5 事業の推進体制

平成57年

(2045)

2040年以降の町独自推計による３区分人口

・

・

・

・

・

昭和60年(1985)以降人口減少に転じ、今後も人口減少が続きます。

総人口は、平成52年(2040)まで7,886人まで落ち込むと推計され、平成

22年(2010)から4,106人(34.2％)減少するとされています。

年少人口(0～14歳)は、平成52年(2040)まで681人まで落ち込むと推計

され、平成22年(2010)から771人(53.1％)減少するとされています。

生産年齢人口(15～64歳)は、平成67年(2055)に老年人口(65歳以上)

を下回ると推計されています。

老年人口(65歳以上)は、2025年にピークを迎え、以後減少するとされていま

す。(総人口減少の急激化)

郷土教育による「ふるさと愛」の形成、地域で子どもを支える取組み

地域内コミュニティの維持・活性化につながる多世代交流事業の推進

地域内外の方々が交流できる城山公園・道の駅等の整備

地域内外の方々が交流できる町なか拠点の形成

子ども・高齢者の安心確保

健康寿命を延ばす全町的健康づくり推進事業の充実、全世代におけるスポーツ交流の促進

（４）「元気・安心」地域づくり

地域の安全・安心整備

村田町人口ビジョン・村田町地方創生総合戦略　〜こどもたちの声ひびき、元気な笑顔が集うまち〜　【概要】　　

（３）「交流・協働」拠点づくり

農業・商業等で起業する方々等への支援、高齢者の生きがいづくりにつながる仕事の創出

通勤・通学のインフラ整備

企業誘致推進と企業立地の支援

定住促進事業の充実

基本目標と具体的施策方向性(平成27年度〜平成31年度の５か年)

　「結婚・妊娠・出産・子育て・教育」と幅広く切れ目のない支援を続ける体制をつくり、中でも「子育

て・教育」環境の充実を最優先課題とします。「村田町で子どもを産み育てていくのが安心で楽しい」と

言える環境づくりが「転出抑制」に効果的であり、一方で、しごと、交流及び地域といった本町に住み

続けられる環境づくりを推進させ、「転入促進」へつなげます。

　国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口(H25.3推計)」に

よると、村田町の総人口は7,886人になるものと想定されます。このため、これからの25年

間で、地方創生の取組を推進し、出生率の向上、転出者の抑制及び転入者の増加等

を図り、急激な人口減少に歯止めをかけていくことを目指します。

　具体的には、国が示す2060年総人口を1億人程度確保するビジョンと宮城県の県内

人口184万人を目指す考え方を勘案し、村田町総人口を2040年に8,283人、2060

年には国立社会保障・人口問題研究所の推計をベースとした推計人口より780人多

い、6,021人維持することを目指します。

人口減少に歯止めをかけるべく、平成26年度から村田町定住促進・

少子化対策プロジェクトチームを設置し、将来を見据えた定住対策プ

ランを策定。

日本創成会議による人口減少問題への警鐘と、「消滅可能性自治

体」が公表。

まち・ひと・しごと創生法に基づき、人口の現状と将来の展望を踏ま

え、地域の実情にあった戦略を策定。

3 2040年に向けて村田町が目指すべき将来の方向趣旨背景

村田の魅力や特色を活かした「しごと」を創り、幅広い年代が活躍でき「質の高い雇

用」の機会が多く生み出される社会を実現。

1

安心して産み育てられる環境をつくり、次代を担う子どもたちが優れた教育を受けること

ができ、健やかに育つことができる環境の創出と社会を実現。

・

・

・

4

■総人口

地域内外の「ひと・もの」の交流が活発に実施され、「選ばれる村田町」として、持続可

能で安全安心な地域コミュニティー等を実現。

3,129人 2,901人 2,689人

6,509人総人口

年少人口(0～14歳) 926人 879人 808人

7,649人 7,043人

2,454人

生産年齢人口(15～64歳) 2,815人

村田町総合戦略では、国の総合戦略を勘案した４つの基本目標を設定し、それぞれの施策の方向性と主な

取組みを示し、各施策の効果を客観的に検証できる指標「重要業績評価指標」（KPI）を設定します。

総合戦略の効果検証については、その妥当性・客観性を担保するため、産官学金労言等で構成する外部有

識者の機関「村田町地方創生推進委員会」が、その達成度により改善を行うほか、今後の社会情勢の変化

や国県の動向・住民ニーズ等も踏まえ、必要に応じて柔軟に総合戦略の見直しを行っていきます。

・

・

■村田町総人口の長期的見通し・将来目標人口

■具体的施策の方向性(優先順)

2 人口の現状分析

3,594人 3,263人 3,011人

結婚につながる出会いの場づくり

子どもたちの学力や体力・運動能力の向上

幼稚園や保育所の充実、公園整備ほか子育て生活環境や交流の場づくり

産み育てるサポート体制の充実、「出産・子育て」の経済的な支援

（１）「子育て・教育」環境づくり

（２）「しごと・住まい」定住づくり

平成72年

(2060)
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転出抑制 

 

転入促進 

安心して子どもを産み育てられる町・町民が住み続けたい町を目指す 

※合計特殊出生率が2020年に1.6、2030年に1.8（希望出生率）、2040年には2.07（人口置換水準）に達する場合 
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資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（Ｈ25.3推計）」 


